
一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（令和８年 第２回定例会） 

質 問 順 位 ６   ２番 議 員    水 田  志 保 

質問事項１ 何歳になっても安心して暮らせるまちづくり 

質問の要旨 

我が国は超高齢社会を迎えている。本町はさらに 75 歳前後の年代が

特に多く、これは全国的にも特徴のある人口構成である。また、前期高

齢者（65 歳～74 歳）の人口年齢割合も高いこともあり、今後、高齢者

のみの世帯や独居高齢者の増加が見込まれる。しかし、身体機能の低下、

運転免許証の自主返納に伴う外出機会の減少など、高齢者を取り巻く環

境は多岐にわたる課題に直面している。 

高齢者が健康を維持し、孤立せず、安全に移動できる環境を整えるこ

とは、尊厳ある暮らしを守るだけでなく、社会保障費の適正化や地域活

力の維持にとっても、不可欠な最重要課題であると考える。 

町民が年齢を重ねても「この町に住み続けたい」と心から実感できる、

総合的なセーフティネットの確立に向け、町の具体的な現状認識と今後

の施策展開について見解を問う。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 高齢者の移動手段について 

ア 免許返納後の移動支援にはどのようなものがあ

るのか示せ 

イ シニアカー（電動カート）の交通安全教育の実施

状況を示せ 

 

(２) 防犯について 

ア 町内で発生している高齢者を狙った特殊詐欺や

悪質訪問販売の発生件数と町の把握状況を示せ 

イ 被害防止に極めて有効とされている「通話録音装

置」の購入補助や貸出制度を町として導入・拡充す

る考えは 

 

(３) 高齢者の健康維持について課題と対策を示せ 

 

(４) 孤立死の予防策について 

ア 町内における高齢者の孤立死の現状を示せ 

イ 単身高齢者の増加に対応するため、民生委員や近

隣住民と連携した地域密着型の見守りをどのよう

に強化していくのか 
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